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ぶ
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す
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あ
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プ
ロ
ー
チ
の
原
川
を
あ

十
j丸

ば、

1

社
巳
涼
く
山
宇
陀
を
収
集

L
、
一
公
浬
と
し
て
の
ば
却
を
発
見
し
、
そ
、
つ
し
た
ば
却
を
涜
A

法
的
な
法
川
崎
ト

スよ
J
J

て
山
政
射
す
る
こ
と
ご
、
似
式
的
で
あ
れ
実
際
で
乙
あ
れ
、
以
川
先
将
は
け
か
な
る
汁
仏
p

ナ
一
の
も
叫
下
に
お
い
て
も
、
叶
川

之

結
の
み
な
レ
ヨ
符
J

止
の
法
理
を
見
分
け
、
つ
令
の
だ
」
と
い
f

一
れ
よ
f

張
に
な
る

の
止
し
い
帰 し

取人法羊)fi3 (2 --:り í~1 ，lS3 r2(ll':L 7 J 
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法
令
に
お
い
て
は
、

法
以
外
の
v
J
J
潜
在
-5
、
は
り
山
伏
的
に
除
外
さ
れ
、

攻
策
的
な
考
心
倍
以
法
淵
域
の
外
が
L

仔
社
す
る
}

I

r

と
れ
な
っ
人
ヘ

ゴ
問

フ、

ぺ勾ι弓3よμυ 一
fし

ふ

法
理
論
は
、

日
ハ
休
的
な
f

〉
一
フ
ク
ス
ト
引
や
む
本
に

E
hリ、

中
リ
向
か
つ
非
政
治
的
公
一
般
化
が
川
能
に
な
っ
た
の
で
あ

こ
与
し
た
伝
統
的
な
万
析
I
M
7
り

f
法
仁
一
ノ
ム
付
、
'
と
突
を
平
え
た
の
は
、

い
わ
ゆ
る
け
ア
リ
ス
ヰ
法
子
で
め
る

統
的
、
休
豆
オ
仙
川
な
法
令
淫
動
と
い
う
よ
り
も
、
中
」
刊
の
知
的
な

τ回
気
の
総
体
と
も
き
つ
べ
き
あ
る
極
的
知
削
減
刊
に
口
五
日

2
2己

丹
念
dlH
〔
}
勺
】
d

h

v

、戸

ム
ハ
〉
附
紀
初
出
治
ら
一
}
フ

i
デ
ィ

i
ル
時
代
に
お
い
て
、

川
氏
に
お
げ
る
裁
判
一
ド

土
品
L

に、

ヲ戸、の山
4
7
づ
且
jf

小に」
T
h

、。

む
あ
っ

の
状
日
末
的
J
ラパ聞いへの

J
 

お
い
て
広
範
に
生
P

ぷ、
1
v

た
こ
と
が
挙
げ
つ
れ
J

竺

ず
な
わ
丸
、
コ
「
時
は
、

り
ベ
弓
ル
派
と
保
守

派
ー
へ
の
院
で
僅
需
ド
ー
よ
る
判
決

ry相
次
い
で
い

f
こ
と
で
、
連
邦
投
ー
付
加
〈
判
決
に
お
汁
ノ
る
孜
治
性
が
駁
転
化
下
二
、
い
た
の
で
あ
る
ん

リ
ア
リ
ズ
ム
法
学
は

J
t
斗
料
、
十
誌
の
7
場
、
や
ら
、
川
法
判
断
仁
お
け
る
間
性
や
道
徳
性
へ
の
懐
疑
を
不
し
て

い
た
{
具
体
的
に

法
キ
汝
治
か
ら
峻
別

L
武
判
一
い
お
け
る
ふ

υ
性
・
非
げ
ぺ
4
J
U糾
H
J
T

締
析
し
で
っ
と
す
る
分
析
手
、
Ff
の
悲
町

的
内
う

i

f

L

J

 

ゃ
、
裁
判
亡
の
↓
T
M川
的
判
刊
を
川
口
叫
附
す
る
も
の
こ

L
c、
そ
の
形
h

凡
的
a

を
批
川
一
工
た
の
で
あ
る
J

て
〆
て
、
そ
の
代
わ

り
い
、
ル
γγ
一山口
ι

一
一
に
理
解
す
る
た
灼
に
は
、

現
実
利
公
に
お
い
て
そ
れ
を
実
際
に
淳
一
市
す
る
我
刈
白
の
行
動
仁
対
す
る
♂
述
、

説
羽
及
ぴ

子
山
こ
そ
が
凶
宇
さ
れ
γ
?へ
き
で
あ
る
と
い
っ
ん
が
張
を
展
開
し
た
巳

リ
ア
リ
ス
正
法
字
は
、
ま
す
川
市

に
、
法
伊
学
ト

1
7
ク
マ
ア
J

ズ
ム
を

-L
用
ld
、
小川山を八叫山川

C
は
な
く
、

人
間
宇
i山
内
出
山
由
d

か
り

把
握
し
よ
う
J
し
た

そ
れ
ま
で
の

概
念
の
山
伊
丹
-
に
町
内
、
を
宮
い
て
い
た
め
に
対
し
て
、
裁
判
↓
則
的
安
部
干
の

ル
ホ
い



行
動
に
草
山
、
を
誼
く
こ
こ
バ

4 

0) 

段
論
法
に
其
い
づ
く
推
論
過
程
そ
の
も
の
を
批
判
し
み
J

C

寸
な
わ
ち
、
長
際
の
裁
判
守
は
、
同
州
念

法
令
が
一
ヤ

J1士
つ
仁
論
臼
的
な
位
ん
川
か
ら
次
定
が
な
さ
礼
る
の
で
は
な
く

ま
ず
予
め
白
観
的
な
決
定
が
ノ
打
わ
れ
た
後
に
到
社
つ
け
が

な
さ
れ
る
と
の
キ
張
キ
一
出
羽
〆
た
の
で
あ
っ

以
一
、
で
は
、
)
ノ
ア
J

ズ
ム
リ
出
子
の
基
本
的
見
前
十
、

そ
の
代
火
山
論
者
で
あ
る
ヰ
ム
ズ

ス
己
主
化
ぺ
4
シ
コ
ハ
伸
一
叩
T
v
一コ
d
m
v
F
r
)

と
ル

内ノ

L
ペ

ソ

/

の
+f
叫
以
内
ず
ら
愉
単

〉
て
お
矢
u
i
た
い

> 
L 

ホ
ー
ム
ス
は
、

リ
F

リ
ス
ム
仏
4
J
の
潟
比
と
な
っ
た
考
ズ
を
初
め
ご
打
ん
山
し
た
へ
物
で
あ
る
作
品
は
、

初
め
は
分
析
法

pγ
お
な
!
げ

J
勾
か
戸
、
法
に
お
け
る
正
義
を
ノ
ご
弾
性
に
よ
っ
て
長
付
り
る
こ
と
を
h

試
み
と
い
七

J

ミ
一
一
、

ぞ
よ
U
了、

政
判
に
お
け
る
仏
の
役
会
に
引
け
守
る

アメリ刀 .，-::i'士〆並区古における i't_Jと たHiJJ)イt:::¥]

転
向
絞
の
ホ
l
A
ズ
が
上
張
、
す
る
し
こ
し
ろ
に
よ
れ
ば
、

日
間
山
県
ザ
王
込
山
帆
ヘ
レ
J

判
決
ト
お
け
Z
玖
判
官
の
白
、
の
動
機
づ
け
は
段
目
的

及
び
社
会
的
利
純
仁
対
す
る
考
府
で
あ
う
て
、

そ
札
以
外
山
ー
一
日
品
川
権
的
問
人
r
T

義
に
翠
ヴ
、
良
心
ヤ
泊
む
山
l

一
い
っ
;
に
主
観
的
品
川
市
は
、

v日
炊
的
に
個
人
の
特
殊
な
判
断
に
堕
j
る
に
過
ぎ
な
い
L
P

辻
札
て
い

も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
に
一
兄
相
ゆ
と
ご
ろ
の
な
い
よ
よ
ノ
に
思
え
る
不
ー
ム
ザ
へ
の
片
山
包
括
山
口
、
裁
判
作
一
刊
の
一
吉
一
説
(
三
1
2
5
2
)
」

に
よ
る
法
創
造
の
余
地
や
認
め
つ
つ
も
、
そ
の
有
佼
に
わ
ね
い
て
、
法
律
家
こ
1

二
、
確
子

ylu口
τヮ
司
↓
慣
に
基
づ
い
三
判
断
の
連
絞
位
を
引
)

で
あ
っ
た
」
こ
い
、
つ
ん
悦
の
有
わ
な
些
]
旬
は
、

日一見山

f
一
た
も
の
h

ら
れ
-
で
つ
一

~
~
の
内
じ

汁パの
μ
丈
叩
は
も
一
川
引
で
は
な
く

刊
行
ペ
に
お
け
る
前
川
主
的

2
Mと
実
際
的
経
験
の
尚
一
方
を
主
拐
す
べ
き

t
の
J
V

坊
を
集
約
レ
し
い
る
、
結
局
の
と
こ
ろ
、

小
中

i
h
づ
へ
は
ブ
ラ

グ
フ
、
ヮ
J

ズ
ム
の
帰
結
l
義
に
志
づ
い
と

~十八

mw
の
必
安
門
ー
と
界
史
内
先
院
選
阻
と
い
っ
た
矛
一
情
す
る
要
素
の
調
和
を

士
心
円
し
て
い
h
J

の

こ
れ
に
対
し
て

ル
ウ
工
リ
ン
は
、
政
判
ρ
ー
に
よ
る
現
%
に
お
げ
る
法
制
迄
の
矧
凶
を
純
化
さ
せ
た
徒
主
ぶ
七
九

ル
ー
ル
一
一
明
疑

、
正
義

F
h
E
r

品

4
5
E
E一
と
い
う
口
ら
の
!
i
場
に
基
づ
き
、
叫
法
退
校
に
お
げ
る
べ
い
準
引
の

こ
の
げ
す
吻
に

取人法羊)fi3 (2 --:り:n刊日 r2(ll':L7 J 
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よ
る
と
、
た
し
か
仁
双
判
同
の
裁
量
打
ノ

口
y

e

ス
ク
ル
M
T
?
に
お
け
る
法
学
教
ム
は
や
様
式
に

3
れ
た
法
的
長
人
閣
に
よ
る
文
化
的
及
び

別
佼
的
安
司
に
ょ
う
て
法
刻
度
上
…
制
約
さ
れ
て
い
る
F

」
1

〆
は
る
ず

J
W
合
一
む
し
え
な
い
が

汁
マ
ワ
ス
ム
以
出
の
J
山、
7
は
は
決
の
詐
論

ゴ
問

過
程
に
お
け
る
ル

i
ル
の
役
山
内
弁
過
ド
ヘ
に
評
住
レ
す
き
て
い
る
サ
ー
す
な
わ
ち
、
裁
川
内
{
じ
ゃ
一
定
科
ぽ
拘
点
ず
る
丈
キ
上
の
法
辺

(
三
亡
命

Z
d
T
…
こ
は
需
主
体

C
は
な
い
が
、

P

大
際
の
裁
判
官
は

1

刻
字
人
の
リ
ホ
述

コ
ニ
久
」
に
山
花
つ
二
竹
討
し
て
い
る
。
む
し
ろ
、

こ
こ
ず
の
t
f
日
の
法
浬
と
は
、
そ
う
し
た
現
五
に
お
け
る
同
町
山
内
に
よ
っ
ご
抗
{
て
が
な
え
れ
た
ん
で
い
、
先
日
夜
や
法
品
紘
一
ド
合
致
す
る

ub

む
惜
U
A
叫
近
日
目
れ
を
i

げ
当
化
す
る
の
で
あ
れ
M
G

tイ許
可、

事
か
誌
に
お
け
る
ポ
史
認
定
が
行
わ
れ
た

時
九
日
前
に
川
法
、
坦
程
に
い
日
い
て
、

「
い

J
h
H
h

、チ」、

/

/

J

V

 

阪
討
な
論
理
操
υ
刊
に
よ
っ
て
、

川
口
ら
れ
か

そ
れ
に
長
づ
い
て
法
準
引
が
逃
制
刑
さ
れ
る
効
回
を
M
2
t
L
h
J
一
場
〈
に
は
、

決
判
{
「
江
川
、

一一女
ψ
」
レ
一
d
J
え
?
ゐ
結
論
一
に
ム
わ
せ
て
法
刻
げ
れ
を
菜
軟
↑
処
聞
す
と
ご
と
が
可
能
と
な
る
の

P
あ
る
こ
こ
か
、
て

ル
ヴ
一
一
リ
〆
は
、

下
だ
ー
い
即
し
て
玖
刊
川
ノ
の
行
討
を
了
日
l
d
-
h
予
測
す
る
こ
と
は
川
町
民
シ
し
つ
つ
?
も
、
必
況
や
れ
し
川
刊
は
斗
け
は
判
断
の
決
定
的
要
ド
て
は
な
い

と
?
〕
ご
、
、
氏
)
J
研
究
の
有
用
件
は
、

予
一
よ
ー
し
た
日
出
判
附
過
程
に
お
け
る
は
理
以
外
の
政
治
的
な
何
ら
か
の
他
の
者
凶
の
探
究
に
あ
る

し
」
のー

γか
し
な
い
か
ら
、
リ
ア
リ
ズ
ム
法
ー
ソ
は
、
部
次
大
戦
後
に
お
い
て
、
人
戦
!
一
川
に
拡
大
し
た
ブ
ア
ン
ス
ム
な
ど
の
金
体
士
一
礼
)
通
じ

フ
一
句
、
川
氏
土
ム
丁
誌
と
法
の
支
配
一
今

JK
食
す
る
若
手
「
こ
し
と
批
判
さ
れ
、
そ
の
山
↓
ア
説
的
影
響
力
を
詰
」
く
低
下
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ

第
三
節

プ
口

b
ス
法
学
と
そ
の
系
譜

ー

γ
リ
ズ
ム
法
乎
に
代
わ
っ
て
γ

メ
リ
カ
法
手
の
中
心
的
立
渇
に
な
っ
た
の
が
、

プ
ロ
セ
ス
L
民
了

一γよめ
っ
h
~

P
H
L

っ
mn岸一

恒~;;
三倍 一

位 メ
〆ゴ，) 
Lふカ

ノ「に
、，~お

に 17

い 3
7. n 
にヒ
」ス
あ，;-1
るみJZ
0) 

~t 11I 

半た
(そ坦

• 0 
1-")，， 

、ι
泊

予

」

〆

f

、l
r
庁人ム
1
8
v
J
~

一

一

ー
ヵ

¥
1
1
品川

l
、t
当
戸
川
ご
〉
C
じ
ロ
ハ
い
つ
ト
」

な
原
理
に
廿
皇
子
つ
い
て
裁
判
宮
内
判
期
を

こ
う
し
七
ブ
口
七

λ
法
v

了
の
流
れ
や

?レ
J
I
L

ハ
!
?
と
ザ
r

ク
ス 1'1 
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(ニ内門戸
3
7戸
日
目
。
門
戸
除
〉
]
「
2
戸山内戸、
fr己
改
吋
〔
ド
ム
ノ
〈
1
?
キ
ン
を
と
り
あ
げ
た

フ
ロ
ヒ
ス
渋
川
了
と
い
う
れ
恥
を
初
め
戸
、
聞
い
え
の
は
、

ハ
市
ト
ぃ
J

サ
ッ
ケ
又
で
あ
る
と
一
ヨ
わ
れ
て
い
る
バ
そ
の
上
張
引
袋
一
山
は
、
努

一
に
、
裁
川
内
Jし
に
工
る
法
創
造
L
い
う
川
J
ア
ワ
ズ

P
Y
Q
f
の
志
木
認
早
川
会
一
一
言
討
し
つ
つ
、
始
一
ふ
じ
、
判
決
川
氏

γ
お
い
て
裁
判
JHを
t
J

東
し
う
ふ
法
立
を
模
索
し
よ
う
レ
い
、
つ
点
に
あ
円

民、つト刷、

1

l

i

 
ラ
ン
ゲ
一
ナ
ル
ら
が
、
ム
張

L
t
い
た
川
市
h

一
人
怜
法
洲
い
ょ
っ
-
L
は、

{
「
い
の
裁
量
を
ネ
ふ
咋
で

3
な
い
と
の
つ
ア
リ
ズ
ム

も
っ
と
も
、

プ
ロ
セ
ス
法
学
は
ワ
ア
リ
ズ
ム
法
学
と

よ

は叫王?九日
ω

ハリ、

ア
メ
リ
カ
の
法
士
化
に
お
け
る
巾
格
的
宮
本
と
し
つ
の
制
皮
ょ
の
手
続
を
通
じ
ご
政
刊
に
お
げ
る
裁
量
的
要
素
の
制
約
を

れい

T
ヘ4
1
I
、、

一E

J

L

アメリ刀 .，-::i'士〆並区古における i't_Jと たHiJJ)イt:::¥]

こ
こ
で
、
佐
ら
の

Tr
張
し
ら
/
れ
ほ
来
の

3
Tー
の
yJ
え
方
の
対
比
を
試
み
と
い
f

リ
ア
け
式
ム
以
別
の
伝
効
的
法
学

ι
お
い
て
は
、
絞
械

内
五
九
i
j
d
王
立
、

1

1

7

コ

t
:
i
f

故
判
官
は
制
定
?
は
わ
判
例
三
事
実
に
山
科
械
的
に
波
川
す
る
と
の
前
日
に
立
っ
て
い
ん
コ

が
2

一
ケ
い
す
る
と
相
、
定
す
る
そ
の
上

l
¥

す
な
わ
ち
、

し
か
し

プ
ロ
セ
ス
十
日
〆
J
P
は
、
片
山
ム
字
削
山
の
と
ほ
に
伐
を
J

了「「片山

Zfω

町中川内

民
共
阿
仏
の
技
能

と
之
、
ょ
ぷ
準
川
本
一

川
出
〕
〈
ィ

-

f

一マハ。

原
理
」
仁
川
、
「
る
知
晃
を
要
比
一
7

〆た
υ

そ
こ
で
の
云
叩
則
の
効
力
や
説
付
力
は
、
こ
よ
ノ
ヲ
J

た
「
原

開
」
に
荒
ぺ
J

く
説
明
に
よ
る
一
貫
性
に
ふ
っ
と
判
断
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た

一反
h

っ
ぷ
り
J

i
l
:
 
法
制
剖
造
引
川
口
へ
の
具
体
的
L
J
凶
答
と
し
と
抜
小
ず
る
の
は

裁判け
ArH
の
j
u
剖
辺
を
長
き
に
わ
た
っ
て
成
執
一
」
た
コ
モ
L

フ
ロ
七
ス
弘
前
学
の
す
州
明
か
ら
す
れ
ば
、

ワ
1
1
1
円
す
よ
訴
に
基
つ
く
行
為
L

)

て
リ
当
化
す
る
f
川
内
て
あ
る
J

政
存
の
ル

i
ル
を
新

L
い

文
派
に
は
張

T
ゐ
と
い
う
点
に
お
い
て
、

J
A
創
造
は
司
訟
に
お
け
る
本
質
均
な
役
以
で
あ
る
。
す
な
わ
九
、

ゐ
尖
際

-
戸
マ
}
エ

J
O
:
V〆
一
平
h

C
パ
J
F
o
i
-
L
J

と
い

追
川
し
、
つ
る
山
叩
/
止
法
が
立
urH
し
な
い
争
占
一
で
あ
っ
し

ぞ
れ
い
り
を
鮮
え
す
る
た
だ
め
の
妊
見
に
つ
い
て
は
、
政

も
〉
と
も
、
プ
ロ
セ
ス
I
い
17
は、

一
理
山
づ
け

(町内山内出。ロ」一

判
寸
は
U

川
口
龍
平
川
の
心
打
川
井
川
小
い
あ
ゐ

一
原
川
町
小
品
川
獲
得
せ
ぎ
る
を
お
な
い
。

日
一
基
づ
い
た
判
決
こ
そ
が
最
同
裁
に
求
め
ら
れ
た
い
旬
、
年
と
し
て
、

可
法
判
断
に
刻
す
る
紅
、
民
的
市
小
川
会
一
強
罰
し
て
い
た

さ
っ
1
一た

ユ久

取人法羊)fi3 (2--2():~1 ，lS7 r20]'). 7 J 
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法
制
遣
を
制
ね
す
る

1

原
理

の
妥
当
性
に
つ
一
}
て
の
ロ
ハ
体
的
な
論
託
は
不
ア
八
刀
で
あ
っ

ヲ

-
-
J
L
F
y
h

リ〕
r
L
、

、

3
I
;

一
及
ぴ
て
れ
を
袖
山
間
ず
る
法
制
=
「
A
U
f前
、
」
の
d

疋
一
社
に

ド
ウ
ォ
ル
ペ
、
〆
は
こ
う
玉
、
以
列

ゴ
問

山
河
〕

¥
P
7ノ
ロ
い
ス
法
学
の
銭
)
た
み
川
引
を
洗
線
さ
せ

ま
ず
、
前
提
こ

L
て、

ぜ

匂

ノ

LY

一

/

土

、

|

〉

〉

L
l
E
二一

I
J
E噌

ト
件
ィ

1
1ペ
ニ
ー
ー
レ
グ
相
会
寸
」

f
E
L
m
-

基
づ
き
、
巧
体
な
一
員
注
を
怖
え
た
最
も
一
中
正
当
な
解
決
を
あ
ら
ゆ
る
事
仰
い
対
し
て
一
小
し
、
つ
る
、

学
背
川
、
川
出
主
力
委
一
兼
ね
泊
、
え
た
法
徐
京
と

L
亡
、
哲
人
品
川
河
官
ハ

l
土
っ
一
川
ス

辺
判
り
と
し
て
の
「
杓
白
人
的
な
以
能
、

一
%

(
E
2
2
L
P
1
)
L吉
村
U

疋一一
F

フハv
n

そ
L
亡
、
こ
の
ハ

1
5
ゴ
川

l
ス
い
上
る
一
正
信
テ
ゼ

に
基
っ
き

h
J

ロ
ω
者
向
円
巴
1
F
ゆ
戸
山
)

日
制
!
ー
ん
汁
仏
の
条
文
に
対
寸
す
る

円

rm

機
械
的
解
釈
か
ら
判
断

l
符
な
い
僚
妙
な
手
友
ご
あ
る
一
部
事
例
予
防
己
白
河
こ
に
対
[
亡
、
第
日
一
選
出
化

ズb

;liE 
~I} 
すそ
る 1_
」に
し、

か格
試
J" (，~ 

'" 之3守当
コ fヒ
ニL

第

σコ

法
訓
岬
」
い
志
づ
く
判
断
か
と
う
か

、

し
ら

の
一
ア
ス
ャ
、
し
一
い
、
つ

段
討
の
寄
生
に
上
勺
て
、

波
山
川
化
」

一
ア
ス
ド
の
段
踏
に
お

v
て
は
、

ほ
F

汀
の
制
定
以
及
ワ
判
例
に
人
川
忠
さ

れ
る
伝
的
立

民
理
」

ア
ス
人
の
段
階
に
お
い

に
ム
口
火

υ

て
い
る
か
に
つ
い
て
の
検
討
が
行
わ
れ
る

士

4
、A
f

、

与
ー
し
っ

らみ

ぴ〉

ド
コ
「
化
」

:ま

判
断
が
共
料
体
ト
ド
な
け
る
…
担
任
的
問
点
か
ら
最
も

l
w
ゴ
化
さ

rう
る
も
の
か
が
同
ゎ

rる
3

い

h
フ
オ
1

1

ユ
ア
ン
」
ト

h
tジ
ホ

y

ご

一

1

1

;

ス
ト
の
荒
平
を
ク
ド
ー
ア
し
に
判
断
だ
け
が

全
て
の
法
的
指
占
に
お
け
る
唯
一
の
「
正
符

に
f
z
G
Y
さ
れ

こ
、
一
九
ん
で
り

法

的

・

攻

花

的

責

任

の

貫

性
1
ノ

)
L
t裁
判
官
に
問
J

之
さ
れ

)ο
の
は

「
法
に

h
リ
る
ね

ドi

ロ一戸
Aq

こ
い
う
概
念
に
廿
常
心
づ
く
追
他
意
成
で
あ
る
J

そ
p

二
、
は
社
会
全
休
の
利
リ
け
よ
り
も
、
各
人
一
い
対
す
る
「
干
学
J
h
o
尊
干
〆
一
配
忠
が
伝
川
火

付μ

一

事
れ
、
そ
う
し
た
理
念
を
裏
付
け
る
物
I

川
少
し
仁
丹
「
必
レ
い
う
士
一
体
均
な
叫
え
れ
併
が
要
求
さ
れ
る

ま
た
、
ト
ウ
ォ
ー
ム
ン
は
、
裁
判
4
h

口
の
判
断
が

J
U
川
内
の
み
な
り
ず
、
山
り
の
政
治
的
選
好
に
基
コ
イ
「
政
策
一

に
什
ア
リ
い
h
J

と

L
て
ら
、
一
い
品
川
町
一
に
よ
っ
て
修
正
さ
れ
る
坊
の
が
あ
る
と
す
る
。
す
一
企
わ
ら
、
一
法
仰
と
同
程
度
に
ま
で
辺
/
訓
自
に

目
し
た
一
一
市

部
」
と
し
て
の
純
作
巾
円
で
あ
れ
ば

政
治
ム
仏
政
機
及
び
込
山
引
に
本
づ
く
判
断
カ
L

た
と
え
混
在
し
て
い
て
も
認
め
ら
れ
う
る
の
で
あ

:)lii;、法学¥(i:i¥2--2(2) ，1;;8 〆201:L7 I 
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第
凶
節

法
学
と
政
治
学
の
分
離

ら
れ
γに
こ
と
で
、

に
お
け
る
レ
じ
い
世
つ
け

γ

ひ
年
代
け
以
降
に
お
け
る
ア
λ

リ
カ
法
学
の
ん
向
性
が
あ
る
由
何
度
決
定
つ
け
ら
れ
た
と
桁
箔
す
る
〔
殺
に
よ
れ
ば
、

ー
コ
ル
マ

L
は、

い
h
j
L
ノ
T

V

ー〆九日付

↓

八

-

ぺ
J

」
寸
代
か
ら
八
二
内
代
ま
で
に
お
け
る
法
制
J

論

!

ド
ウ
ズ

i
エ
ン
は
、
明
石
力
裁
判
計
に
社
す
る
認
識
と
ト
グ
マ
と

L
t
の
法
理
論
と
を
分
緋
す
る
こ
と

ア
ー
ノ
ズ
ム
法
、
J
J

か、
h
の

司
汁
山
川
川
山
町
に
お
け
る
政
治
主
批
判
に
け
刈
し
て
裁
判
官
の
弘
前
足
を
河
り
か
の
M
U
で
日
当
化
す
る

と
い
う
プ
ロ
セ
ス
法
r
了
が
当
初
持
つ

フヂ ピ
jし l、
たた
が'1:::左足

を

é~ 

せ
jレヲ

。

c:'..: 

τ井、

法
p
f
に
お
け
ご
衰
退
し
た
リ
ア
ワ
ん
ム
」
七
な
視
山
は
、

政
治

pγ
に
お
日
る
実
利
研
究
に
引
き
締

そ
こ
で
の
研
究
成
果
は
、

法
学
に
お
い
f

は
ほ
ト
ん
ど
証
視
さ
れ
る
よ
ト
に
な
っ
た

アメリ刀 '，-::i'士〆並区古における i't_Jと たHiJJ)イt:::¥]

憲
法
思
論
に
お
け
る

ー

法

」

と

政

治
l

の
υ明
人
u

三喜

単一

定
二
時
間
山

最
高
裁
と
学
説
の
距
離

弘
、
与
所
完
し
f

裁
判
所
の
判
決
止
の
慌
の
柔
就
ば

ム
九
七
一
U
F
代
中
i

版
以
降
の
ア
メ
リ
力
に
ぶ
い
て

と
じ
わ
け
ノ
よ
り
深
刻
と
も
の

乙
な
う
て
い
っ
た
f

こ
の
こ
と
を
知
一
六
に
氏
す
の
は
、

(~fro-zmν
日

戸

〉

7
P〔，
r
E
C代
}
f
)

に
4
7必
山
川
完
ず
い
よ
め
y

寸

マ
ノ
ク
ド
ノ
ン
ト
y
ク

1反
~， J 

九
に
立
司

一
九
人
町
年
改
び
一
北
九
五
年
の

3
ヘ
ハ
広
か
ら
一
午
司
-L
わ
た
っ
て
、
全
米
の
口
7

・
1
7

ル
川
口
問
に
お

け
ぬ
口

1
・
レ
ヴ
コ

1
に
対
す
る
裁
判
所
の
引
間
凶
数
を
利
青
に
。
そ
の
詞
花
に
よ
れ
ば
、
連
邦
最
古
川
紋
及
び
州
長
昂
裁
↓
し
お
け
る

いそ
/二，1_-， 11 
巳

レフ

しt

L 

工

7力〉
J 
;， 

u 
;a 
吹え

は

一
九

L
五
年
ー
か
ら
九
六
刊
の
約

。
年
間
に
お
い

t

l
J
1
4
〕
必
こ
ち
h
v
七一つ一
J
L
J

内
守
し
て

i
f
《

l
1
7
一

f

む
ろ
ん
、
判
決
仁
お
け
る
引
市
川
訪
の
低
下
と
、

法
判
ρ
y
!
?

は
じ
め
と
す
る
法
軒
に
対
す
る
法
子
研
究
の
桜
響
力
の
低
?
と
ゼ
ー
女
位
に

結
び
つ
り
る
の
は
い
十
円
一
辺
ぎ
よ
う
c

だ
が
、
こ
こ
か
-
り
少
な
く
ー
と
も
、

ウ
「

1
レ

ン

ゴ

l
k
既
に
お
け
る
的
七
九
と
判
知
的
緊
温
な

取人法羊)fi3 (2--2U:-n 'lS;) r2(ll':L 7 J 
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関
係
か
ら
の
ん
設
住
一
夕
刻
五
に
孟
る
こ
μ

は
で
斗
え
る
J

す
な
わ
ち
、
ア
メ
リ
カ
の
法
学
研
究
は

M
，
mよ
円
も
f

十
六
務
と
の
悶
芝
札
い
を
瓜
下
さ

た
の
ど
あ

J) 

，~ 

か
レJ

:)lii;、法学¥(i:i¥'2 2(1，:) ，16υ 〆201:L7 

V
一
つ
一
つ
あ
る
に
の
指
摘
か
ら
す
礼
ば
、
一
、
へ

L
P、
1
4
町
殺
の
侭
「
は
そ
の
説
得
的
な
一
J
拠ぃ
f

な
リ
う
る
で
あ
ろ
う

宝
べ
山

phu
ソド

辿
邦
最

ゴ
問

品
川
拭
が
最
長
な
憲
法
け
引
を

τー
す
山
中
で
、
六
甲
一
く
の
宇
佐
hvt
阿
川
生
レ
一
一
号
一
九
は
す
る
憲
法
担
論
研
%
が
中
T
品川ヘ

y

韮
同
視
さ
れ
る
ご
♂
も
多
く
あ
っ

他
刀
で
、
こ
れ
ま
で
最
高
裁
に
半
間
的
に
主
谷
さ
れ
た
ま
法
制
肝
釈
部
論
は
J

刈
ら
存
在
し
て
い
右
い
に
も
関
わ
り
す
、
訴
た
な
素
決
思

へ
叩
は
そ
う
し
た
状
刈
を
ほ
と
ん
ど
ん
川
ね
し
て
展
開
閉
さ
れ
続
け
て
き
た
G

ま
た
、

丹
時
の
γ

メ
η
力
法

pγ
界
に
お
い
て
も
、

人
柄
丈
執
筆
に
涼
し
て
、

司
法
吋
あ
る
い
は
げ
法
府
に
対
し
し
伐
を
刀
舵
つ
り
、

あ
る
い
は
法
の

JS本
¥
の
山
川
町
娃
口
を
H
J
え
る
こ
レ
へ
の
川
町

待
以
以
一
以
的
に
ず
ら
不
さ
れ
な
く
な
っ
て
き
た
の

昨
日

m
二
時
間
山

新
リ
ア
リ
ス
ム
法
学
の
展
開

」
リ
ア
リ
ズ
ム

に
討
す
る
反
省

市

ノ、

仙

l議
よ
M 

子主

↑郁
子ミ
」

れ

虻I 近
め年
← 

、、"'-
L 、お
ω:s， V、

u: 

注

F
す
べ
き
ご
と
に
、

新
リ
ア
リ
ズ
ム
法
ー
は
γ
〆
一
称
さ
れ
る
汁
出
品
市
辺
助
に
よ
っ
て
、

い
ア
り
ス
ム
法
リ
了
に
お
け
る

そ
の
背
円
以
1
ノ

)
L
て
掲
摘
さ
れ
る
の
は
、
4
1
2

♂
?
、

/
ー
ル
ッ
ー

斗
法
川
叶
川
断
L
お
け
る
完
乱
王
誌
に
北
川
ワ
い

た
「
法

と
「
政
治

の
区
元
一
い
対
す
る
丹
認
識
の
必
ヂ
八
件
で
あ
る
。
が
い
λ

の
も
、

7

7
叶
ゾ
ズ

2
A

法
学
内
問
題
意
講
を
引
き
川
市
い
だ

司

1
2よ
u
了
土

{
V
-
1
-
A
L
 
絞
河
川
い
対
す
る
外
リ
昨
か
ら
の
は
r

市
内
心
を
芳
張

L
判
u

批
判
叶
一
川
に
L

執
る
比
較
的
独
J

り
し
た
刈
一
度
ー
の
行
却
の
町
能
往

令
市
視
す
る
傾
向
と

γ)雑
点
を
L
H
L
て
い
た
か
り
じ
あ

し
う

L
hん
バ
リ
ヰ
仏
政
治
J

了
に
お
け
る
恕
宗
一
H
体
も
ま
れ
ん
非
開
史
的
と
あ
っ
た
の

問、
λ
ば

女

性

の

刻

I
K
中
仇
制
作
を
認
め
た

l し
れl か

校
部
分

剤

約
取
州
エ
グ〉

?'l、
J1J1. 

基

べ
き
か
と
う
か
が
争
わ
れ
ん
今

1
シ
l
判
決
で
は

早
川
行
寸
取
と
り

J

J

1

 



八
一
フ
ル
川
こ
い
コ
f
党
派
似
を
忠
、
ズ
て
司
ッ
告
の
内
向
で
忠
利
紅
毛
ム
ロ
青
山
に
ポ
一
リ

いけノ
ω
見
ら
れ
る
こ
と
か
わ
も

こ
う
ぜ
た
最
高
裁
の
判
断
は
辺
年
で
も
か
な

運
ぶ
長
門
裁
の
内
氏
傾
向
を
裁
判
官
の
兄
派
闘
の
み
に
よ
っ
て
説
明
す
る
の
は
肉
離
で
あ
ろ
う
っ

パ
り
明
、
ト
の
り

ま
た
、
あ

の
背
Z
f
Z方
、
え
ら
れ
る
の
は
、
叶
7

7

j

J

X

A

W
汁い」
J

に
対
す
る
以
告
の
必
要
刊
と
あ
る
J

こ
れ
も
、
只
休
的
に
?
げ
川
、
背
景

山
田
い
拍
山
い
討
す
ア
旭
川
比
お
と
研
究
上
の
了
プ
口

1
4
ト
潤
す
る
批
引
L

の

つ
に
分
け

ω
ご

L
U
7じ
き
る
ま
す
、

J
7
1
J
ス
ム
法
会
J

は、

そ
の
出
何
日
前
背
【
hhγ

ぷ
け
る
法
的
↓
一
己
リ
ズ
ム
傾
け
に
よ
ハ
て

可
法
判
断
に
お
け
る
け
い
的
リ
ヤ
去
は
全
て
ば
治

ru堀
川

L
、
つ
る
と
這
刑
判

円
、
誇
張
し
て
い
た
U

こ
の
点
、

ム
オ
リ
ア
川
丈
~
法
山
一
7
は
、
裁
判
の
べ
り
た
山
素
と
し
て
仏
山
市
古
川
ー
と
政
治
的
安
囚
が
同
汗
に
存
在
す
ゐ
こ

と
を
認
め
f
J

つ、

法
に
対
す
る
政
治
へ
の
泣
出
子
義
も
、

殴
拾
に
討
、
す
る
法
¥
の
ぞ
れ
も
宍
に
h
U
1
4疋

L
て
い
る
「

アメリ刀 .，-::i'士〆並区古における i't_Jと たHiJJ)イt:::¥]

ミ」
h

つい円、
Jr
ゎ

一
の
背
景
と
し
て
、

リ
y
リ
ズ
ム
法
学
は
、
戸
一
〔
が
絞
り
返

L
上
張
し
ク
に
い
た
科
守
的
子
法
へ
の
ゴ
ミ
ソ
、
に
刻
1J
て

不
し
品
川
け
て
U

た
こ
と

れ
る
J

宇
へ
跨
に
、
彼
ら
は
、

社
会
科
り
了
と
し
て
の
以
学
と
¥
つ
円
ら
の
ス

Lf 

に
対
す
る
コ
ミ
二
ノ
入
を
口
仁
、
三
、
い
だ
っ
だ
が
、

汁

i
ガ
ン
に
の
ハ
と
り
、

Y
J

↓
出
川
の
研
究
状
況
に
お
い
て
は
、
川
町

院
的
改
び
費
時
!
の
閃
翠
か
ら
ム
f

は
で
は

=
口
県
に
宇
古
一
な
か
っ

校
的
な
統
計
三
川
〆
の
出
究
一
?
一
去
が
利
悶
け
で
ミ
な
か
っ
た
ん
J

め
に

そ
れ
ら
は
修
J

計
同
一
な
村

は
じ
め
こ
し
た
尖
一
世
朴
丹
の
生
歩
に
よ
っ
て
、

ほ
シ
ん
ど
の
品
川
昌
が
よ
え
際
」
尖
託
、
一
丁
立
的
手
j

法
に
コ
ミ
y
ト

ユ
L

い
る
じ
!
?
か
特
校
的
で
あ
る
こ

こ
の
と
に
同

1
1
J
b
、
日
判
日
マ
リ
ズ
ム
バ
ハ
P
7
4

れ
は
、

一
一
、
!
北
リ
ア
リ
ズ
ム
法

r幻
A

忠
誠

訪
ソ
ア
ー
ス
ム
法
学
は
、
ソ
ア
]
ノ
ザ
ハ
ム
法
学
と
川
刑
訴
に
い
転
々
な

か
り
な
る
淫
気
体
ご
あ
ふ
。
本
節
で
は
、

ノ
1
1
v
〈

?ζ、ンムー

7
ア
!
の
一
一
日
叫
に
出
し
て
、
新
パ
ソ
γ

リ
ズ
ム
法
手
の
ん
外
保
存
一
花
山
川
い
す
る
こ
と
を
試
み
た
い
巳
ノ

l
スし
rfν

ヤ
フ
ア
!
の
分
数
に
上
れ

ば
、
日
野
リ
7
ワ
人
ム
法
手
の
す
坊
に
1
4
つ
併
や
は
、
ん
ま
か
に
以
!
の
同
一
つ
に
分
話
さ
れ

叶人下
1
戸
、
寸
一
明

1

l

h

 
こ
の
羽
一
刑
古
い

ιい
づ
い
て

そ
れ
ぞ
れ
の

v
場
じ
刻
づ
る
一
品
川
日
可
試
み
た
い
、

日え人法羊)fi3 (2--2()J~1 'Hil r2(ll':L 7 
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ま
ず
、
お
一
の
す
埼
こ
し
て
れ
J

げ
ら
れ
乙
一
り
は
詰
月
一

τ守、
(
と

E
E
E
-
3乙
で
あ
る
こ
桧
皮
誌
は
、

的
中
、
レ
ι
U
J
V
Jブ

打
ヂ
で
あ
る
能
い
い
へ
モ
デ
ル
に
依
祢

1

寸
法
汁
断
に
お
け
る
主
虫
色
川
決
疋
一
室
晴
子
炉
、
命
吋
の
と
一
一
ろ
裁
判
官
日
寸
の
価
紘
矧
に
集
約

ゴ
問

主
れ
る
と
相
b
f
止
す
る
汁

)
J
h
~
日
か
っ
ァ
、
¥

裁
判
官
の
コ
法
刊
阿
に
お
い
ど
、

一
フ
ク
ス
ト
及
び
叶
い
到
の
h
v
t
は

p

-

の
リ
現
に
よ
れ
ば
、

市
要
視
さ
れ
な
い
P

下
一
、
及
び
fyu
大
統
治
司
及
び
注
J

川
一
沼
会
レ
い
一
)
た
外
部
の
は
ム
問
機
閣
か
ら
最
高
裁
は
工
力
会
受
け
な
川
こ
と
が
想

む
さ
れ
る
巳

f
な
わ
ち
、
由
民
、
土
政
に
お
い
て
は
、

J
U
テ
ク
ス
十
、
刊
日
正
、
起
草
γ
H
吉川忠
2
い一

γた
法
的
安
図
は
、
門
取
高
裁
判
以
に
は

L
T
質
的
に
ム
十
く
彰
響
を
ハ
J

え
士
い
と
さ
れ
、
裁
判
官
は
あ
く
ま
ワ
山
ら
内
政
治
法
一
計
あ
る
い
は
ィ
デ
オ
日
午
l
仁
お
つ
い
て
判
U
L
k
h

な
う
と
仮
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
c

日
早
に
U
M
C

れ
ゐ
の
は
、
行
動
上
品

こ
れ
は
、
政
判
官
の
司
法
判
似
を
行
動
部
札
活
字
に
烹
づ
く
戦
時

(
国
ぺ
じ
白
4
0
C
ロ主一

で
b
h
7
G

モ
デ
ル
に
よ
ホ
つ
え
検
一
品
す
る
立
場
で
あ
る
こ
の
ヶ
坊
に
お
い
て
も
、
決
判
官
の
判
附
過
程
に
お
り
ノ
v

考
慮
要
玄
と
〔
て
の
先
句
拘
十
人

件
わ
ァ
山
四
川
に
L
f
J
J
¥
Z
ミ
ノ
1
h

、
及
ぴ
外
部
か
、
勺
の
影
響
の
人
午
ノ
に
は
折
院
さ
1

札
ぐ
い
る
つ
だ
が
、

汁
動
i

一
ぃ
設
で
は
、
川
以

の
A

回
青
山
γ

l

t
我

的
要
弘
一
に
?
山
↓
午
、

他
の
裁
判
官
と
の
妥
渇
的
ぷ
悲
の
吋
誌
M
r
A
P

ヵ
川
判
刊
に
よ
る
戦
時
山
わ
到
な
と
の
r

ぷ
泌
が
認
め
ら
れ
う
一
。

行
動
上
主
誌
に
長
っ
く
研
究
と
し
て
は
、

マ
イ
ル
ズ
こ
サ
ン
ス
フ
ィ
ン
が
挙
げ
ら
れ

彼
ら
に
よ
れ
ば
、
冷
一
郎
幹
訴
品
川
判
所
の
判
決

に
お
け
る

4
僚
武
判
官
ト
ら
の
影
椋
け
じ
川
い
い
h

い
す
る
と
、

判
同
!
と
討
す
る
指
名
大
統
領
の
刈
一
同
孜
犯
1

〆一、

司
僚
の
判
引
の
指
名
た
統
領
の

そ
れ
と
の
…
叫
に
明
ら
か
主
初
出
刈
河
係
H
h
J
F
K

山
さ
れ
る
例
よ
八
ば

九
九
六
円
か
ム
こ
り
つ
ハ
刊
の
間
延
山
川
ノ
ド
ド
お
い
て

共
利
史
指
名

のル拭川叶
λ

じ
が
l
ノ
ベ
ラ
ル
名
立
川
叫
ん
ざ
支
持
す
る
読
ん
れ
は
、

同僚品内川川一九
L
U小

人
と
も
共
判
定
で
あ
る
場
介
は
司
ル
e

六
何
で
あ
る
が
、
開
札

党
が
二
人
の
場
人
ー
は
六
日
・
六
%
に
な
る
n

他
刀
亡
、
疋
主
党
指
名
の
裁
判
J

」
門
に
つ
い
て
も
、

人
と
も
1

氏
、
一
丁
止
の
場
九
i

は
そ
の
対
台
は
じ
ヘ
・
今
一
一
%
と
な
る
の

j
r
i
 

戸
イ
ペ
う

l
J
F
 

へ
と
も

R
n
h「
ん
の
場
人
ー
は

六
川
出

'
O
%日
f

が

ご
の
よ
、
つ
に
、

U
O
-と
川
じ
一
ば
交
の
ム
八
結
領
に

よ
JJ

て
指
名
さ
れ
た
同
僚
が
多
い
易
合
は
、

巾
J

世
干
化
部
と
い
っ
h
J

一
粧
へ
の
信
条
に
涼
く
隠
れ
る
頑
泌
を
除
い
て
は
、

由
け
レ
め
ノ
ベ
ア
オ
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ロ
キ
阿
川
川
九
J
助
長
さ
れ

そ
の
徴
円
J

少
入
品
い
場
九
円
に
は
逆
に
イ
T
ナ
、
ロ
ギ
v

じ
す
づ
く
投
票
が
州

刻
さ
れ
る

《山口戸田もそご円高
J

傾
向
が
小
与
れ
る
の
で
あ
る

さ
ら
に
、
第
一
に
挙
げ
ら
れ
ゐ
の
は
、
制
改
で
で
お

(
H
E主
E
2
5
t
i
c
?
あ
る

制
度
主
義
が
重
視
す
る
の
は
、
と
の
川
度
が
最

も
望
ま
し
い
か
に
制
す
る
混
択
の
初
判
一
で
あ
る
υ

そ
こ
か
ら
、
判
度
+
f
詫
は
、
山
九
点
の
裁
判
所
を
中
レ
と
し
た
叫
州
主
ト
ら
、

市
パ
九
角
川
崎
旦
コ
中

i
I
J
J
q
 

辛
外
の
杭
度
的
な
力
u
d
j

に
打
点
を
hw寸
て
る
U

す
な
わ
ち
、
連
品
門
限
付
哉
の

は
、
他
機
関
と
の
1rh
方
的
影
響
に
志
つ
く
制
成
よ

の
F1

川
に
お
い
て
抑
え
ら
れ
る
べ
戸
で
あ
り
、
法
判
守
が
山
口
ら
の
政
治
辺
巧
に
刻
ズ
て
、
政
治
制
度
の
外
崎
点
出
明
か
ら

b
影
響
を
JH
人

げ
て
い
る
山
、
が
重
視
さ
れ
と
「
こ
よ
い
;
円
一
、
従
来
の
裁
判
所
を
山
l

U
と

L
た
権
杭
に
市
山
、
を
置
く
併
究
安
勢
か
ら
、

f
}
プ
グ
マ
一
7

，

ツ

アメリ刀 .，-::i'士〆並区古における i't_Jと たHiJJ)イt:::¥]

戸
、
制
度
ト
の
経
験
を
へ
パ
ん

f
m出
解
決
引
の
姿
勢
へ
の
志
向
を
見
る
こ
と
が

P
き
る

そ
し
て
、
長
後
に
捉
小
さ
れ
る
の
は
、
文
脈
ム
下
表
(
〔
J
C
4
1
2
3己
主
¥

ご

Z
ノ
る
こ
η
i
d
凶

器

仰

に

J

コ

t
r

、
じ

1

3

1

1

J

川
以
「
川
村
人
山
一
千
的
な

r

ブ
ロ

i
ヂ
に

LfJ
主
、
出
と
村
会
の
相
h
H
一
的
関
係
を
究
明
1
し
で
、
畑
級
が
」
広
z
T
1
v

ム
デ
に
交
'
令
す
る
か
と
い
う
観
b
N
か
ら
郎
常
を
泊
一

l
y
j
J
q一

一

α
一一fj

ま

文
脈
土
J

司
日
、
リ

γ
リ
ズ
ム
干
町
一
ナ
に
お
い
て
軒
一
校
さ
れ

f
規
範
用
論
研
究
の
ま
一
品
に
つ
い
て
も
訟
め
る
も
の
の
、

卜
の
権
仁
川
訂
作
肘
に
だ
す
る
理
解
な
く
し
げ
L

は
ぞ
う
し
た
研
究
は
小
分
な
も
の
に
な
る
と
の
川
抑
制
伊
を
訴
し
て
い
る

特
に
丈
一
流
上
誌
の

γ
ブ
ロ
ヰ
ノ
い
お
い
て
丙
f
k
d
L
れ
る
引
が
、

-g
複
前
一
正
価

2
2
0
5
z
zこ
こ
い
う
ν
?ス
ナ
刀
で
J

め
ふ
ι

斗
法
河
出
迎
程
に
お
け
る
説
機
を
解
明
L
r
V
7
Q

際
に
お
い
て
、

一川U
J

る
州
川
度
上
の
丈
一
A
rお
い
ぐ
門
川
い
与
に
舵
司
す
る
試
み
に
あ
る
ο

ま
た
、

宇一}レト?品、

1
1
1
 

法
均
支
図
こ
政
rU
的
長
判
が
川
U
H
に
生
レ
て
い
る
事
実
を
異
な

そ
こ
で
の
J
い
の
叩
付
与
叫
と
は
、

7Hv訂
作
一
致
機
づ
け
い
恭
づ
く
れ
白
日

的
な
意
思
双
子
乞
引
約
l

坪
山
つ
け
ら
れ
た
汁
当
化
を
要
求
す
る
も
の
と

L
て
役
者
づ
け
り
れ
る

J

F

言
、
ノ
戸
i

L
L
T
J

カ
ィ
ー

こ
う
し
た
「
卓

りー

υ
一品1
h

ト

μ
品川

AL
は

訳、
7
1
L
政治山一
7
を
川
恭
悦
す
る
川
県
介
担
論
の
九
ん
一
肢
が
併
党
内
十
f
U的
し
し
さ
れ
る
コ

認
1h
評
恒
一

た
し
か
に
、
双
判
長
の
判
断
が
法
文
比
び
判
例
法
理
で
は
な
く
、
主
に
、
瓶
入
心
政
治
れ
/
子
オ
リ

r

や
党
派
的
ア
ノ
テ
J

テ
ノ

市l
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ア
ォ
に
志
ぺ
J

い
ご
、
ム
叫
こ
「
る
能
川
古
司
王
y

抗
の
考
え
方
は
、
法
ペ
ベ
併
究
の
土
台
を
掘
り
出
し
か
ね
な
い
:
た
が
、
内
法
政
治
リ
了
の
州
市
冗
成

ゴ
問

出
ポ
が
法
九
日
制
党
の
出
い
的
な
人
川
県
じ
同
わ
る
以
ヒ
、
汁
、
誌
に
お
け
る
到
論
上
の
川
淀
か
ら
み
と
円
相
肝
刊
雑
で
あ
る
か
ら
I
r

ぃ、
7
到
j
か

広一

ら
こ
れ
を
長
視
す
ぐ
¥
き
て
は
な
く
、
こ
う
し
た
知
ど
は
仏
学
耐
先
に
組
み
入
れ
い
つ
れ
る
べ
き
と
あ
ろ
ろ
c

L
U
ス
て
、
丈
一
A
干
義
の
斗
ぬ
い
す
り
つ
ク
ロ
ス
仁
よ
れ
ば
、
今
じ
の
法
シ
J

研
究
」
お
け
る
え
配
的
口
癖
は
、
川
取

7rな
占
拠
L

礼
法
ι
ア
ル

の
市
要
な
い
一
両
生
を
い
ま
だ
に

い
で
い
る
υ

問
題
な
の
は
、
多
¥
の
リ
ヰ
仏
千
研
究
者
umγ

、
そ
う
し
た
法
理
論

t
の
忠
宅
枠
「
抱
み
を
J

大

取
刊
の
ィ
川
法
A
U
P
粁
に
刻
す
る
ほ
方
に
反
俣
さ
せ
て

L
Jょ
っ
て
い
ゐ
た
め
に
、

五
託
研
究
を
厄
切
に
評
侃

fZJけ
て
い
な
い
山
に
あ
ん
V

コ

ろ
、
法
、
γ
ー
と
政
ヘ
川
γ
の
モ
デ
ル
を
そ
れ
そ
れ
比
較
づ
と
よ
し
人
h

、
両
者
の
J
f
慌
範
怖
い

を
判
断
J
q
ゐ
重
山
女
な
子
が
か
り

トこ九パ。ス
ω
一

ク
ロ
ス
は
、

民
が
政
判
官
ふ
ん
ι
絞
る
悔
の
よ
λ
J
な
J
汁
Jμ

い
と
怒
だ
し
た
で
、
政
判
R
J
M

一
け
い
で
拘
!h
し
た
い
の
で
お
れ
ば
、

実
際
の
朴
h
u
d

に
対
?
て
布
川
的
な
v
吋
吋
山
首
を
七
ピ
、
ふ
ー
主
一
一
-
前
町
ut
ァ
ゾ
コ
i

j

!

ト
リ
刊
子
る
理
解
が
必
要
小
川
町
欠
で
ゐ
る
と
い
KM
ベヲム
d

昼
、
へ
i
r

サ

A
7
0
j
t

川
旭
佐
の
日
川
実
的
ヘ
ヘ
判
断
泊
r
E
仁
川
凶
み
込
ん
だ

l
で

れ
に
州
応
、
〕
た
は
山
一
段
論
定
一
将
交
的
に
椅
此
配
す
る
ん
山
が
志
向
さ
れ
る
の
ご
あ
る
。

J
E
T
 

」

H
r

ノ
ス
ら
に
よ
れ
ば

ア
ー
ス

i
d一
、
了
に
お
け
る

γ
ヴ
口
、
チ
は
以
ヒ
の
週
つ
仁
ハ
刀
剣

5
れ
る
。
こ
の
う
ち
、
態
度
主
義
に
わ

封
、
上
北
一
い
i
h
っ
く
ア
ブ
行
手
は
、

、l
斗c
 

る
、
ノ

i
ス
ん
も
ま
た
、
こ
れ
ら
の
ア
プ
ロ
ヰ
は
、
慨
し
て
法

f
以
外
灯
他
分
町
に
対
す
る
強
い
依
存
傾
吋
チ
一
が
す
が
ゆ
え
に
、
可

い
わ
ゆ
る
1
寸
法
政
治
学
に
お
け
る
能
ぺ
度
モ
「
ア
ル
7

合
同
的
戦
時
モ
「
γ
ル

L
そ
れ
ぞ
れ
対
忠
じ
て
い

法
判
断
に
お
け
る
法
問
団
の
役
訟
を
旬
、
制
す
る
リ
坊
で
あ
る
と
批
刊
し
て
い
る
し
そ
し
て

訴
リ
ア
1

ズ
丸
山
川
一

7
rお
け
る
出
ま
し
い
研

究
手
法
と
し
て
、
引
皮
義
、
Y
7
4
瓶
、
土
北
を
支
持
す
る
の

ま
た
、
日
ノ
ー
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
弘
法
?
の
治
或
に
お
い
て
も
、

後
ヶ
旬
の
よ
脈
議
じ
た
ワ
く
一
y

プ
ロ
マ
ヰ
一
典
之
官
し
た
は
先
ん
が
不

ず町

し
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ベ
{C

れ
つ
つ
あ
る
こ
そ
こ
で
以
下
で
は
、
~
う
J

ん
え
板
、
二
刊
の
ぷ
論
に
匂
ド
ロ
ー
二
、
、
一
川
ア
ワ
円
、
イ
ナ
に
茶
っ
く
宣
汁
一
明
売
を
険
副
す
る

、F
I
〆
1

〆
)
}
た
い
し

第
三
節

空
洞
法
理
論
研
究
に
お
け
る
新
リ
ア
リ
ス
ム
法
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ

本
節
で
は

ウ

ス

ゴ

ン
J

J

/

大
P

了
に
お
け
る
ノ
ス
h
v

の
刷
協
で
あ
り
、

刻
ワ
ア
つ
n

ス
ム
法
了
に
も
コ
ミ

y

ト
し
て
い
る
と
さ
れ

る
忍
法
'fhr引
コ
ー
ン
の
議
論
を
リ
抗
引
制
ず
る
、
ま
ず
、

ー一
1
1
/
J
L
U

、
ク
口
ス
ら
と
同
根
に
、
J

L

法
制
川
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叫
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司
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仁
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司
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仮
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仁
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